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令和 2

➀少人数、TT指導などを通して細やかに指導できる体制づく
りに努めた。
②新しい評価の観点で研究授業、研究討議を予定していたが、
感染症拡大を受け中止となった。③基礎学力向上、学ぶ意欲喚
起をめざし形態や内容を工夫した。多くの生徒が参加し、意欲
的に学んでいた。

B 確かな学力

①少人数指導、ＴＴ指導などを通して、効果的に学力向上を図
る。
②校内研究授業や日々を通じて積極的に授業公開し、生徒が主体
的に取り組む授業をめざす。
③放課後の学習会を実施し、基礎の定着を図る。形態を工夫し、
生徒の自ら学ぶ意欲喚起に努める。

確かな学力

①少人数指導、ＴＴ指導などを通して、効果的に学力向上を図
る。
②校内研究授業や日々を通じて積極的に授業公開し、生徒が主体
的に取り組む授業をめざす。
③放課後の学習会を実施し、基礎の定着を図る。形態を工夫し、
生徒の自ら学ぶ意欲喚起に努める。

➀少人数、ＴＴ指導などを通してわかりやすい授業づくりに努
めた。
➁授業改善をめざした研究授業、カリマネに関連した研修を行
い、実践に生かせるようにした。
③定期的に実施し、対象生徒を明確にしながら生徒の基礎学力
の向上につながるよう努めた。

B 確かな学力

①少人数指導、ＴＴ指導などを通して、効果的に学力向上を図
る。
②校内研究授業や日々を通じて積極的に授業公開し、生徒が主体
的に取り組む授業をめざす。
③放課後の学習会を実施し、基礎の定着を図る。形態を工夫し、
生徒の自ら学ぶ意欲喚起に努める。

①生徒会と連携し、各学年の学級委員、企画委員を中心とし
て、毎日「朝のあいさつ運動」を行うことができた。②新型コ
ロナウイルスの感染拡大を受けて、横浜こども会議が実施でき
なかった。③情報交換の機会は少なかったが、学校内での情報
交換や連携をすることができた。

B 豊かな心

①コミュニケーション能力育成の取組として、生徒会と連携をし
て「朝のあいさつ運動」の充実に努めていく。②多文化理解、多
文化共生という視点も入れながら道徳人権教育を行っていく。③
道徳、人権教育の情報交換を小学校、地域、保護者と行い、９年
間通して、自己の生き方、人間としての生き方の考えを深めてい
く。

豊かな心

①コミュニケーション能力育成の取組として、生徒会と連携をし
て「朝のあいさつ運動」の充実に努めていく。②横浜子どの会議
の内容を受け、全校生徒に報告提案を行う。③道徳、人権教育の
情報交換を小学校、地域、保護者と行い、９年間通して、自己の
生き方、人間としての生き方の考えを深めていく。

①生徒会と連携し、各学年の学級委員、企画委員を中心とし
て、毎日「朝のあいさつ運動」を行うことができた。②子ども
会議を行ったが、休校のため全校生徒への報告提案はできてい
ない。③小学校、中学校での授業見学を通して、道徳、人権教
育について考えを深めることができた。

B 豊かな心

①コミュニケーション能力育成の取組として、生徒会と連携をし
て「朝のあいさつ運動」の充実に努めていく。②横浜子どの会議
の内容を受け、全校生徒に報告提案を行う。③道徳、人権教育の
情報交換を小学校、地域、保護者と行い、９年間通して、自己の
生き方、人間としての生き方の考えを深めていく。

①保健体育科では、各種目に合わせた基本ドリルを授業の導入
に取り入れることで、体力向上と技能向上に努めた。また、学
習カードを用いて自らの課題を明らかにし、その課題解決学習
をさせ、できる喜びを味わうようにした。②食指導を中心に家
庭科や保健体育をはじめとして学校保健員会等においても食に
ついて考えることができた。

B 健やかな体

①保健体育科では「健康の保持増進」を第一の目標とし、基礎体
力の向上に努めるとともに、体を動かす楽しさや喜びを学ぶこと
で、生涯にわたって健康を意識し、運動を楽しむ生活を送れるよ
うにしていく。②家庭科では、食教育と関連して保健体育・保健
分野と連動した授業（特に食生活）を展開する。

健やかな体

①保健体育科では「健康の保持増進」を第一の目標とし、基礎体
力の向上に努めるとともに、体を動かす楽しさや喜びを学ぶこと
で、生涯にわたって健康を意識し、運動を楽しむ生活を送れるよ
うにしていく。②家庭科では、食教育と関連して保健体育・保健
分野と連動した授業（特に食生活）を展開する。

①保健体育科ではウォーミングアップを工夫し、導入を意識し
て楽しく活動できるようにした。また、保健分野では他教科と
の関連を意識して取り組み、知識を深められるようにした。
②家庭科では、食育との関連と、保健体育・保健分野との連動
した食生活の充実を図る取り組みができた。

B 健やかな体

①保健体育科では「健康の保持増進」を第一の目標とし、基礎体
力の向上に努めるとともに、体を動かす楽しさや喜びを学ぶこと
で、生涯にわたって健康を意識し、運動を楽しむ生活を送れるよ
うにしていく。②家庭科では、食教育と関連して保健体育・保健
分野と連動した授業（特に食生活(朝食の大切さ等））を展開す
る。

①教育相談期間だけでなく、朝のあいさつ運動や下校指導、休
み時間などにも生徒とコミュニケーションをとり、生徒理解に
努めた。②なぜ決まりを守らなければならないのかを生徒と共
に考えることに力を入れた。③自分を振り返った結果をこれか
らの生活に生かしていくように支援ができた。

B 生徒指導

①教育相談期間や日々の生活の中で、生徒とコミュニケーション
をとる時間を大切にし、信頼関係をつくる。②自分で自分を律し
ていくことのできる生徒を育成していく。③自分を振り返り、こ
れからの生活に生かせるように支援する。生徒指導

①朝のあいさつ運動により、お互いに声を掛け合える関係をつく
る。教育相談期間や日々の生活の中で、生徒とコミュニケーショ
ンをとる時間を大切にし信頼関係を育んでいく。②横浜子ども会
議で話し合ったことをもとに学校生活を見つめなおし、課題があ
れば解決に向けて取り組んでいけるように支援する。

①朝のあいさつ運動や、下校指導の時間を大切にし、生徒とコ
ミュニケーションを深めるように努めた。教育相談期間だけで
なく、授業や休み時間にも生徒理解することを心掛け、信頼関
係を築いた。②横浜子ども会議で話し合ったことをもとに、み
んなが安心して過ごせる環境づくりに力を入れた。

B 生徒指導

①教育相談期間や日々の生活の中で、生徒とコミュニケーション
をとる時間を大切にし、信頼関係をつくる。②生活の決まりを
しっかりと守れる生徒を育てていく。③自分を振り返り、これか
らの生活に生かせるように支援する。④将来に向けて、自律した
生徒を育てていく。

①安全点検が細部にわたり行われ、各部署と連携しながら計画
的に修理、修繕され整備の充実が見られた。
②生徒の健康管理について連絡を取り合いながら対応がなされ
た。 B

保健安全管
理

①安全点検により、問題点の早期発見と適切な処置にあたる。ま
た、清掃活動強化週間（クリーン共進）等の清掃活動を充実させ
ていくことで、安全・清潔な教育環境づくりに努める。
②朝の健康観察、確認連絡を確実に行い、不登校の前兆、感染症
の発生等に対し早期に対応できるようにする。

保健安全管
理

①安全点検により、問題点の早期発見と適切な処置にあたる。ま
た、清掃活動強化週間（クリーン共進）等の清掃活動を充実させ
ていくことで、安全・清潔な教育環境づくりに努める。②朝の健
康観察、確認連絡を確実に行い、不登校の前兆、感染症の発生等
に対し早期に対応できるようにする。

①安全点検が細部にわたり行われ、各部署と連携しながら計画
的に修理、修繕され整備の充実が見られた。クリーン共進を継
続的に行い清掃活動の充実を継続させていく。②生徒の健康管
理について連絡を取り合いながら対応がなされた。 B

保健安全管
理

①安全点検により、問題点の早期発見と適切な処置にあたる。②
朝の健康観察、確認連絡を確実に行い、不登校の前兆、感染症の
発生等に対し早期に対応できるようにする。③たばこやアルコー
ルの害や薬物乱用防止について、発達段階に応じて学習し、生徒
自身の健康管理に対する意識の向上を図る。

①については、新型コロナウイルス感染拡大を受けて、懇談会
を実施することができなかった。②については学校便りを毎月
発行し、効果的に情報を発信することができた。また、休校期
間期間中は、学校ホームページによる積極的な情報発信に努め
つつ、メール配信による連絡も家庭に十分行った。

B
保護者、地
域との連携

①評価説明会や年４回の懇談会、地域懇談会で学校経営方針につ
いて説明を行う。②学校便りを毎月発行し、さらに学校ホーム
ページに掲載して、教育活動の報告など積極的な情報発信に努め
る。また、メール配信による緊急時等の連絡を行えるようにす
る。

保護者、地
域との連携

①評価説明会や年４回の懇談会、地域懇談会で学校経営方針につ
いて説明を行う。②学校便りを毎月発行し、さらに学校ホーム
ページに掲載して、教育活動の報告など積極的な情報発信に努め
る。また、メール配信による緊急時等の連絡を行えるようにす
る。

①については本年度より学校教育目標を変更し、学校経営方針
について説明することができた。②については学校便りを毎月
発行し、効果的に情報を発信することができた。また、学校
ホームページによる積極的な情報発信に努め、メール配信によ
る連絡を十分行った。

B
保護者、地
域との連携

①評価説明会や年４回の懇談会、地域懇談会で学校経営方針につ
いて説明を行う。②学校便りを毎月発行し、さらに学校ホーム
ページに掲載して、教育活動の報告など積極的な情報発信に努め
る。また、メール配信による緊急時等の連絡を行えるようにす
る。

①SC、SSW、区役所と連携し個別のケース会議を設け、持続
可能な支援を展開した。
②LGBTに関する校内研修を開き、今後予想される対応につい
て職員で理解を深めた。 B

特別支援教
育

①職員間だけではなく、他機関との連携を深めながら、心理・福
祉の面で可能な支援を展開する。
②校内研修を実施し、多様なニーズに対して、学校として柔軟に
対応できるよう計画する。また、生徒が他者理解、共生の価値観
を深めることができるよう努める。

特別支援教
育

①生徒の持つ困り感について、情報をもとに適宜ケース会議を行
い、可能な支援を展開する。②通級指導教室の専門的支援セン
ター機能を特性から行動を理解する際に有効活用し、「個別の教
育支援計画」「個別の指導計画」の作成と実際の支援が生徒の
ニーズに適しているか評価する。

①月1回ケース会議を行うことが難しかったため、ＳＣが勤務
日に情報交換や報告を個々に話をもつことを心がけた。②校内
研修を２回もち、特別支援教育全般の知識を学び、今年度の
「個別の教育支援計画」作成の実践を行った。 B

特別支援教
育

①生徒の持つ困り感について、情報をもとに適宜ケース会議を行
い、可能な支援を展開する。②通級指導教室の専門的支援セン
ター機能を特性から行動を理解する際に有効活用し、「個別の教
育支援計画」「個別の指導計画」の作成と実際の支援が生徒の
ニーズに適しているか評価する。

①在籍校や家庭、外部機関と連携を取りながら、生徒一人ひと
りの課題や強みを把握するように努め、生徒自身が社会及び環
境に主体的に参加し、自立していくための支援をした。
②在籍校のニーズを確認し、校内の特別支援体制の充実に努め
た。具体的な体制が確立できていないの次年度以降の課題であ
る。

B
通級指導
(センター
機能）

①支援を必要とする生徒が、本来の力を発揮できるようにするた
めに通級による指導を行います。
②在籍校と連携を取り、実態把握や手立ての提示、支援計画作成
への協力をします。

通級指導
(センター
機能）

①支援を必要とする生徒が、本来の力を発揮できるようにするた
めに通級による指導を行います。それぞれの課題や状態に応じて
生徒自身が社会及び環境に主体的に参加し、自立していくための
支援を行います。②在籍校と連携を取り、実態把握や手立ての提
示、支援計画作成への協力をします。

①については、在籍校や家庭、外部機関と連携を取りながら、
生徒一人ひとりの課題や強みを把握するように努め、生徒自身
が社会及び環境に主体的に参加し、自立していくための支援を
した。②については、在籍校のニーズを確認し、校内の特別支
援体制が充実するように連携に努めた。

B
通級指導
(センター
機能）

①支援を必要とする生徒が、本来の力を発揮できるようにするた
めに通級による指導を行います。それぞれの課題や状態に応じて
生徒自身が社会及び環境に主体的に参加し、自立していくための
支援を行う。②在籍校と連携を取り、実態把握や手立ての提示、
支援計画作成への協力をする。

①学校行事や道徳、普段の授業の中で、自分を大切にするとと
もに他人も大切することを生徒に伝えていくに力を入れた。ま
た、生徒からの相談などを学校・学年で共有し、実態把握に努
めた。②報告・連絡・相談を大切にし、日頃から再発防止の確
認や共通理解を図り、いじめに対して丁寧に対応した。

B
いじめへの

対応

①いじめが起きないように学校行事や道徳などを通して、多文化
理解や多文化共生を学ぶなど生活環境作りをするとともに、常に
生徒の実態把握に努める。②いじめ防止基本方針から再発防止の
確認や共通理解を図る。月１回以上いじめ防止対策委員会を開催
し、認知された案件の経過確認をていねいに行うことで再発に努
める。

いじめへの
対応

①いじめの起きない生活環境作りをするとともに、常に生徒の実
態把握に努める。
②月１回以上いじめ防止対策委員会を開催し、認知された案件の
経過確認をていねいに行うことで再発防止に努める。

①いじめの早期発見、事案対処のため、いじめの疑いに関する
情報や生徒の問題行動等に係る情報の収集と記録を共有した。
②いじめを受けた生徒に対する支援、いじめを行った生徒に対
する指導の体制、対応方針の決定と保護者との連携といった対
応を組織的に実施した。

B
いじめへの

対応

①いじめが起きないように学校行事や道徳などを通して、自分を
大切にするとともに他人も大切することを学ぶなど生活環境作り
をするとともに、常に生徒の実態把握に努める。②いじめ防止基
本方針から再発防止の確認や共通理解を図る。月１回以上いじめ
防止対策委員会を開催し、認知された案件の経過確認をていねい
に行うことで再発防止に努める。

ブロック内
評価後の
気付き

教科毎に研究授業参観を行い、授業に関する協議及び人権的な観点での指導の意見交換を行った。授業では主体的な活動やICTが活用さ
れ、リーダーを中心に活発な話し合いが行われていた。今後は新教育課程に合わせ小中の連携やつながりを意識した教育活動を研究してい
く必要がある。また、国際的な視点からは、図や写真を使用し、視覚的に分かりやすい授業を行うことや、授業への通訳入り込みの増加の
必要があるとの意見があった。

ブロック内
評価後の
気付き

今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、毎年行っていたような交流が実施できなかったが、次年度に向けては、相互の授業見学
や新教育課程に合わせた授業研究会の実施など、小中の連携を意識した交流や研究会の開催を予定している。 ブロック内

評価後の
気付き

①教科指導･人権指導･生徒指導や保護者との連携等の研修会を
それぞれ一回実施できた。②研究授業と講習会については、新
型コロナの感染防止を意識したので、例年のような実施には至
らなかった。③２か月の臨時休校を受け、定時退勤日の活用は
やや後退したが、会議の回数を減らす試みは実現できた。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①教科指導･人権指導･生徒指導や保護者との連携等の研修会を年
４回実施する。②５年次までの教員が年間数回の授業見学と研究
授業を計画的に実施する。③働き方改革の視点から、教職員が快
適に作業できる環境を作るための方策を進めていく。

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①教科指導･人権指導･生徒指導や保護者との連携等の研修会を年
４回実施する。②５年次までの教員が年間数回の授業見学と研究
授業を計画的に実施する。また、５年次までの教員が集まって講
習会を開けるように計画する。③働き方改革の視点から、教職員
が快適に作業できる環境を作るための議論を進めていく。

①教科指導･人権指導･生徒指導や保護者との連携等の研修会を
年４回実施できた。②５年次までの教員が授業見学と研究授業
を実施した。また、５年次までの教員が集まっての講習会も開
催することができた。③定時退勤日の活用が定着してきた。ま
た、各会議についての回数を減らす議論を行った。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①教科指導･人権指導･生徒指導や保護者との連携等の研修会を年
４回実施する。②５年次までの教員が年間数回の授業見学と研究
授業を計画的に実施する。また、５年次までの教員が集まって講
習会を開けるように計画する。③働き方改革の視点から、教職員
が快適に作業できる環境を作るための議論を進めていく。

中期取組
目標

振り返り

・新しい学校教育目標の下、学校経営中期取組目標において、９つの重点取組分野の目標の実現に向けて、全職員で取り組んできだ。担当
部署が明確になってきて、職員の参画意識の向上につながっている。
・生徒の地域活動への積極的な参加については、学校と地域が連携して取り組んでいく必要があると考える。「まち」とともに歩む学校懇
話会を中心としながら、取り組んでいきたい。
・新教育課程の検討を通じて、個々の教育活動の意義や方法について検討してきた。より充実した教育への取組を続けて行きたい。

中期取組
目標

振り返り

○新学習指導要領における育むべき資質・能力を明確にした。今後は教職員の学力観、指導観の転換を図る必要がある。
○次年度の新学習指導要領の完全実施に向けて、教育課程委員会を中心として、評価の在り方、評価方法、資料を含めた評価　計画の作成を行うとともに、生徒への周知も行ったが、
次年度以降も丁寧に説明する必要がある。
○今年度はコロナ禍により地域との連携が不十分であったため、次年度以降、感染症の状況による部分は多いが地域の教育力を活かしながら教育活動が展開できるよう努める。
○計画的な教育相談の実施を通して、家庭との密な連携を図ることを心掛けてきた。次年度は今年度実施できなかった家庭訪問を加え、生徒の生活環境などより細かい保護者との連携
に努める。

中期取組
目標

振り返り

学校関係者
評価

・学校全体は落ち着いた雰囲気で生活している。・学校生活や部活動など、楽しんで過ごしているようなので安心している。・小中の連携
や交流が充実しているが、学力向上に向けて一層の協力が望まれる。・中学生が地域行事等への参加が少なく、中学生の地域行事の参加を
お願いしたい。桜まつり、南まつり、光のぷろむなあど等小中学生ともに喜んで参加する行事も多いが、防災の観点からも地域行事に中学
生に力が欲しい。

学校関係者
評価

今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、生徒が地域と関わる機会がほとんど奪われてしまった。コロナ収束後は、地域行事への
参加等を通して、生徒が再び地域とのつながりをとり戻していく予定である。

学校関係者
評価
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